
プログラム名 田んぼで電車ごっこ 

対象年齢 年中 年長（４～６歳） 

メッセージ あそびを通じて開放感を味わいながら、田んぼの自然に触れよう 

ね

ら

い 
発見・体験 

できること 

・田んぼの土の感触：やわらかさ、でこぼこ感など） 

・イネかぶを踏む音、感触 

・広い空間で風をきって走る楽しさ 

参加者のめやす 幼児    ６０人  ／  支援者    ９人 

実施時間 ３０分 

  
 

 

フィールド 

 
森・社寺林 

公園 
山・里 川 湖・池 

田畑・ 

野原 

園庭・ 

公園 
  

実施可能時期 

    

    

自然を感じる 

ためのヒント 

        

時 間 活 動 ●配慮・アドバイス ◎アレンジ 

５分 

 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①グループに分かれる 

 

 

 

 

 

②電車ごっこ 

・ルールを聞く 

・電車になり、好きなところに

行く 

・ゲーム開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・終点で集合 

 

（移動） 

●８グループに分かれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●汽笛の音（笛）で戻ってくることを伝えます。 

 

●指示は最初３種類にし、なれてきたら増やしていきま

しょう。 

 

 

●電車がとぎれないように、お友だちのことを考えて動

けるように伝えましょう。 

 

●田んぼの土の感触などをふり返ります。 

 

 「電車ごっこ」のあそび方 

＊グループで肩を持って電車を作り、指示に従っ

て動きます。 

 新 幹 線：スピードアップ 
風が吹く：止まる    地 震：座る 
夜   ：目をつむる  朝  ：目を開ける 
でこぼこ道：イネかぶをジャンプ 
山   ：イネかぶを踏む 
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時 間 活 動 ●配慮・アドバイス ◎アレンジ 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

③電車リレー 

・ルールを聞く 

・ゲーム開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

・結果発表 

 

 

 

④ふりかえり 

・感じたことを話し合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●優勝したチームを発表した後、皆が頑張ったことを

伝え、喜びを分かち合いましょう。 

 

 

 

●感じたことを聞くことにより、子どもたちそれぞれ

の思いに共感します。 

【異年齢への対応】 

◆年少：・一人で電車になり、徐々に人数を増やしていき、環境設定のバリエーションも徐々に増や

していきましょう。 

    ・電車リレーは、駅長にタッチをして戻りましょう。 

◆乳児：・親子で電車になり、親が子どもに環境の変化を伝える電車ごっこをしてみましょう。 

【園や家庭に帰ってから】 

◆四季を通じて、田んぼの変化を見てみましょう。 

◆園庭やアスファルトなど様々な場所を電車で歩き、感触の違いを感じてみましょう。 

◆園や公園でサーキットあそびのコースを作ってみましょう。 

準備物・ 

教材等 

コーン（グループ数） 

 
 

 「電車リレー」のあそび方 

・中央地点の駅長さんとジャンケンをして、

勝つと先頭を交代します。最後の人が先

頭になったらおわりです。 
・アンカーは帽子を変える（裏返し） 
・駅長は支援者が担当する 
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